
事故・災害
Natural Disasters and Their Damages

　

8
月
20
日
未
明
広
島
市
内
は
局
地
的

に
時
間
1
0
0
㎜
を
超
え
る
豪
雨
と
な
っ

た
。
こ
の
た
め
、
安
佐
南
区
と
安
佐
北
区
で

は
、
午
前
3
時
か
ら
午
前
4
時
に
か
け
て

土
石
流（
1
0
7
個
所
）
と
が
け
崩
れ（
59

個
所
）
が
同
時
多
発
的
に
発
生
し
、
多
数
の

住
宅
が
の
み
込
ま
れ
た
。
人
的
被
害
は
、
死

者
74
名
、
負
傷
者
44
名
、
家
屋
被
害
は
全

壊
1
3
3
棟
、
半
壊
1
2
2
棟
、
一
部
損
壊

1
7
5
棟
、
床
上
浸
水
1
3
0
2
棟
、
床
下

浸
水
2
8
2
9
棟
で
あ
っ
た
。広
島
県
で
は

1
9
9
9
年
に
死
者
・
行
方
不
明
者
32
名
、

負
傷
者
54
名
、損
壊
家
屋
4
7
8
5
戸
と
い

う
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
た
平
成
11
年

6
・
29
災
害（
豪
雨
）
が
発
生
し
て
い
る
。

こ
の
災
害
を
き
っ
か
け
に
2
0
0
0
年
5

月
に
土
砂
災
害
防
止
法
が
制
定
さ
れ
、土
砂

災
害
防
止
に
必
要
な
調
査
と
区
域
指
定
、警

戒
避
難
体
制
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。

本
法
律
が
制
定
さ
れ
て
14
年
経
過
後
に
、死

者
74
名
と
い
う
近
年
の
土
砂
災
害
と
し
て

は
飛
び
抜
け
て
多
く
の
人
的
被
害
が
広
島

で
発
生
し
た
こ
と
は
、大
き
な
衝
撃
で
あ
っ

た
。土
木
学
会
中
国
支
部
で
は
発
災
後
た
だ

ち
に
地
盤
工
学
会
と
合
同
で
広
島
豪
雨
災

害
合
同
緊
急
調
査
団
を
組
織
し
、調
査
を
開

始
し
た
。8
月
27
日
に
は
磯
部
雅
彦
土
木
学

会
会
長
も
調
査
に
参
加
し
、そ
の
後
記
者
会

見
を
行
っ
て
調
査
結
果
と
今
後
の
調
査
の

方
向
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

本
災
害
の
特
長
は
、強
い
降
雨
が
始
ま
っ

て
か
ら
3
時
間
弱
で
災
害
の
発
生
に
至
っ

た
こ
と
で
あ
る
。
災
害
が
発
生
し
た
日
、
太

平
洋
高
気
圧
の
縁
を
周
っ
た
暖
か
い
湿
っ

た
空
気
が
豊
後
水
道
を

通
っ
て
広
島
に
向
か
っ
て

流
れ
込
み
、
広
島
市
付
近

の
大
気
の
状
態
が
不
安
定

に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
積

乱
雲
が
次
々
と
発
生
す

る
バ
ッ
ク
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

現
象
に
よ
っ
て
、
南
西
か

ら
北
東
に
延
び
る
線
状
降

水
帯
が
次
々
と
形
成
さ
れ

た
。
こ
の
結
果
、
安
佐
北

区
と
安
佐
南
区
の
幅
3

㎞
、
長
さ
15
㎞
の
細
長
い

帯
に
お
い
て
降
雨
量
が
集

中
し
、
広
島
県
が
設
置
し

た
4
個
所
の
雨
量
計
で
午

前
1
時
以
降
の
3
時
間
雨
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量
が
2
0
0
㎜
を
超
え
た
。土
砂
災
害
は
3

時
間
降
雨
が
1
5
0
㎜
を
超
え
る
範
囲
を

中
心
に
、午
前
3
時
半
前
後
に
集
中
的
に
発

生
し
て
い
る
。最
も
多
く
の
雨
量
を
計
測
し

た
安
佐
北
区
三
入
東
で
は
、8
月
19
日
の
午

後
8
時
か
ら
9
時
に
20
㎜
、10
時
か
ら
11
時

の
間
に
12
㎜
の
降
雨
を
計
測
し
て
そ
の
後

小
康
状
態
と
な
り
、午
前
1
時
か
ら
2
時
に

24
㎜
、
2
時
か
ら
3
時
の
間
に
90
㎜
、
3
時

か
ら
4
時
の
間
に
1
2
1
㎜
と
な
っ
て
い

る
。

　

午
前
1
時
以
降
急
激
に
強
ま
っ
た
雨

に
対
し
て
、
午
前
1
時
15
分
に
広
島
市
と

廿は
つ
か
い
ち

日
市
市
に
土
砂
災
害
警
戒
警
報
が
発
令

さ
れ
た（
た
だ
し
、
土
砂
災
害
警
戒
判
定

メ
ッ
シ
ュ
情
報
に
よ
れ
ば
安
佐
北
区
、安
佐

南
区
は
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
）。
広
島
市

消
防
局
に
よ
る
と
、被
災
地
域
が
広
島
市
が

定
め
た
避
難
基
準
雨
量
に
達
し
た
こ
と
が

わ
か
っ
た
の
は
午
前
3
時
15
分
で
あ
り
、被

災
し
た
地
域
に
避
難
勧
告
が
発
令
さ
れ
た

の
は
、
安
佐
北
区
に
4
時
15
分
、
安
佐
南
区

に
4
時
30
分
で
あ
り
、同
時
多
発
的
な
土
砂

災
害
が
発
生
し
て
か
ら
45
分
か
ら
1
時
間

経
過
し
た
後
で
あ
っ
た
。本
災
害
に
お
け
る

行
政
の
対
応
に
つ
い
て
は
、委
員
会
を
設
置

し
て
検
証
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
写
真
1
は
、
も
っ
と
も
被
害
が
大
き
か
っ

た
安
佐
南
区
八
木
3
丁
目（
死
者
41
名
）、

八
木
4
丁
目（
死
者
9
名
）、
緑
井
7
丁
目

（
死
者
10
名
）、
緑
井
8
丁
目（
死
者
4
名
）

の
土
石
流
発
生
個
所
と
被
災
し
た
地
域
を

示
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
阿
武
山（
標
高

5
8
6
m
）
の
南
東
側
斜
面
で
あ
り
、
前
面

に
は
J
R
可
部
線
、国
道
54
号
線
、さ
ら
に

そ
の
前
は
一
級
河
川
太
田
川
と
な
っ
て
い

る
。被
災
地
は
い
ず
れ
も
昭
和
30
年
代
後
半

か
ら
40
年
代
に
か
け
て
広
島
市
中
心
部
に

近
接
し
た
住
宅
地
と
し
て
開
発
さ
れ
た
地

域
で
あ
る
。

　
写
真
2
と
写
真
3
は
被
害
が
も
っ
と
も
大

き
か
っ
た
県
営
緑
ヶ
丘
住
宅
付
近
の
状
況

で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
標
高
約
4
3
0
m

付
近
を
源
頭
部
と
す
る
土
石
流
が
約

1
0
0
0
m
流
下
し
て
下
流
の
住
宅
地
を

直
撃
し
た
。
流
下
し

た
土
砂
に
は
4
m

を
超
す
巨
岩
も
含

ま
れ
て
お
り
、
写
真

2
、
3
の
よ
う
に
土

石
流
に
の
み
込
ま
れ

た
住
宅
は
原
型
を
と

ど
め
な
い
状
態
で

あ
り
、
そ
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
す
さ
ま
じ
さ

が
わ
か
る
。
土
砂
は

渓
流
の
出
口
か
ら
約

6
0
0
m
流
下
し
、

J
R
可
部
線
の
線
路
ま
で
到
達
し
た
。
流

出
し
た
土
砂
は
、そ
の
多
く
が
花
崗
岩
と
ま

さ
土（
風
化
花
崗
岩
）
で
あ
る
が
、
八
木
4

丁
目
か
ら
そ
の
東
の
八
木
6
丁
目
、8
丁
目

で
は
、火
成
岩
が
入
り
込
ん
だ
堆
積
岩
な
ど

も
み
ら
れ
て
お
り
、崩
壊
個
所
は
必
ず
し
も

花
崗
岩
や
ま
さ
土
に
限
ら
な
い
。

　

今
回
人
的
被
害
が
発
生
し
た
地
域
の
う

ち
、
可
部
東
2
丁
目
、
6
丁
目
、
山
本
町
2

丁
目
は
、土
砂
災
害
警
戒
区
域
に
指
定
さ
れ

た
地
域
で
あ
っ
た
。写
真
1
で
示
し
た
八
木・

緑
井
地
区
は
、区
域
指
定
が
な
さ
れ
て
い
な

か
っ
た
が
、区
域
指
定
の
た
め
の
調
査
と
手

続
き
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、被
災
し
た
地
域

の
多
く
は
、土
砂
災
害
警
戒
区
域
お
よ
び
特

別
警
戒
区
域
の
指
定
が
予
定
さ
れ
て
い
た
。

ま
た
、国
土
交
通
省
は
八
木
地
区
に
お
い
て

9
基
の
砂
防
ダ
ム
の
建
設
を
計
画
し
て
お

り
、
最
初
の
2
基
を
建
設
中（
15
年
度
完
成

予
定
）、
5
期
に
つ
い
て
調
査
済
み
と
い
う

段
階
で
あ
っ
た
。

　

本
災
害
は
、都
市
に
お
け
る
局
地
的
な
豪

雨
に
よ
っ
て
土
砂
災
害
が
発
生
し
、き
わ
め

て
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
す
こ
と
を
明
ら

か
に
し
た
。今
後
こ
の
よ
う
な
災
害
の
発
生

を
い
か
に
し
て
防
止
あ
る
い
は
被
害
を
軽

減
す
る
か
は
、土
木
技
術
者
に
と
っ
て
大
き

な
課
題
で
あ
る
。

写真2　�八木3丁目県営緑ヶ丘住宅の上の渓流で発生した土石流
による被害の状況（無人ヘリコプターによる空撮、ルー
チェサーチ（株））

写真3　�八木3丁目県営緑丘住宅付近の被災状況（撮影：広島工
業大学 熊本直樹氏）
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